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20.6.1 鋼繊維の受入れ検査 

20.6.2 コンクリートの受入れ検査 

 

２１章 連続繊維補強コンクリート 

21.1 総 則 

21.1.1 適用の範囲 

21.1.2 一 般 

21.2 連続繊維補強コンクリートの耐久性照査 

21.3 補強材およびその他の材料の選定 

21.3.1 鉄 筋 
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21.3.2 定着具および接続具 

21.3.3 緊張材被覆材料および緊張材保護材料 

21.4 施 工 

21.4.1 総 則 

21.4.2 連続繊維補強材の取扱いおよび貯蔵 

21.4.3 連続繊維緊張材および連続繊維補強筋等の加工，組立および配置 

21.4.3.1 連続繊維緊張材の加工および組立 

21.4.3.2 連続繊維補強筋の加工および組立 

21.4.3.3 シース以外のダクトの形成 

21.4.3.4 シースおよび連続繊維緊張材の配置 

21.4.4 コンクリートの施工 

21.4.5 緊 張 

21.5 検 査 

21.5.1 連続繊維緊張材の受入れ検査 

21.5.2 連続繊維補強材の保護に関する検査 

 

２２章 水中コンクリート 

22.1 総 則 

22.1.1 適用の範囲 

22.1.2 一 般 

22.2 性能の設定 

22.2.1 総 則 

22.2.2 強 度 

22.2.3 水中分離抵抗性 

22.2.4 流動性 

22.3 配合設計 

22.3.1 材 料 

22.3.1.1 水中不分離性コンクリートに用いる混和剤 

22.3.2 配 合 

22.3.3 性能の照査 

22.3.3.1 強度の照査 

22.3.3.2 水中分離抵抗性の照査 

22.3.3.3 流動性の照査 

22.4 施 工 

22.4.1 一般の水中コンクリートの施工方法 

22.4.2 水中不分離性コンクリートの施工 

22.4.3 場所打ち杭および地下連続壁に用いる水中コンクリートの施工 

22.5 検 査 

22.5.1 コンクリートの検査 

22.5.2 コンクリート工の検査 



（14） 

 

２３章 プレパックドコンクリート 

23.1 総 則 

23.1.1 適用の範囲 

23.1.2 一 般 

23.2 性能の設定 

23.2.1 総 則 

23.2.2 プレパックドコンクリートの性能の設定 

23.2.2.1 強 度 

23.2.3 注入モルタルの性能の設定 

23.2.3.1 流動性 

23.2.3.2 材料分離抵抗性 

23.2.3.3 膨張性 

23.3 配合設計 

23.3.1 材 料 

23.3.1.1 粗骨材 

23.3.1.2 注入モルタルに使用する材料 

23.3.2 配 合 

23.3.2.1 一 般 

23.3.2.2 配合の表し方 

23.3.3 性能の照査 

23.3.3.1 強度の照査 

23.3.3.2 流動性の照査 

23.3.3.3 材料分離抵抗性の照査 

23.3.3.4 膨張性の照査 

23.4 製造と施工 

23.4.1 注入モルタルの製造と施工 

23.4.1.1 製造設備 

23.4.1.2 練混ぜ 

23.4.2 施工および管理 

23.4.2.1 型 枠 

23.4.2.2 粗骨材の投入 

23.4.2.3 注入機器および注入管 

23.4.2.4 圧 送 

23.4.2.5 注 入 

23.4.2.6 打継目 

23.4.2.7 寒中における施工 

23.4.2.8 暑中における施工 

23.5 検 査 

23.5.1 一 般 
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23.5.2 注入モルタルに使用する材料の検査 

23.5.3 プレパックドコンクリートおよび注入モルタルの検査 

23.5.4 施工の検査 

 

２４章 吹付けコンクリート 

24.1 総 則 

24.1.1 適用の範囲 

24.1.2 一 般 

24.2 性能の設定 

24.2.1 総 則 

24.2.2 吹付け性能 

24.2.3 吹付けコンクリートの長期強度 

24.3 配合設計 

24.3.1 総 則 

24.3.2 コンクリート材料 

24.3.3 配 合 

24.4 性能の照査 

24.4.1 吹付け性能の照査 

24.4.2 吹付けコンクリートの長期強度の照査 

24.5 製 造 

24.5.1 総 則 

24.5.2 製造設備 

24.5.3 吹付け機械および付属機器 

24.5.4 製造方法 

24.6 補強材 

24.6.1 金 網 

24.6.2 繊 維 

24.6.3 補強材の貯蔵 

24.7 施 工 

24.7.1 総 則 

24.7.2 吹付け面の事前処理 

24.7.3 補強材の設置 

24.7.4 吹付け作業 

24.7.4.1 一 般 

24.7.4.2 アーチおよび側壁部の吹付け作業 

24.7.4.3 湧水箇所の吹付け作業 

24.7.4.4 インバート部の吹付け作業 

24.7.5 粉じん対策 

24.7.6 養 生 

24.8 検 査 
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24.8.1 コンクリート材料の受入れ検査 

24.8.2 コンクリートの検査 

24.8.3 コンクリート工の検査 

24.8.3.1 吹付け作業の検査 

24.8.3.2 吹付け厚さ等の検査 

24.8.3.3 吹付け作業を実施する杭内環境の検査 

 

付録Ⅰ コンクリートの配合設計方法 

 

付録Ⅱ コンクリートの配合の表し方 

 


